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研究成果の概要（和文）：「さくら多読ラボ」で公開している日本語多読教材「JGRさくら」を使って多読を始
める学習者が、どのレベルから読み始めればよいかを判定する「多読のための語彙レベルテスト」（以下、VLT
とする）を開発し、オンラインで公開した。VLTの判定基準の妥当性は、調査によって明らかにした。これによ
り、学習者が自分に適したレベルを読むことで、「読み」の良い循環が生まれ、多読の効果が期待できるように
なった。また、希望する学習者はVLTの結果を「さくら多読ラボ」の個人の学習履歴に登録できるようにした。
多読授業の課題として行なった読書記録とアンケートの回答より、VLTの有用性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This study developed a “Vocabulary Level Test for Extensive Reading” 
(hereafter, VLT) to judge the appropriate level of Japanese graded readers to start reading from. 
These graded readers are called “JGR SAKURA” and are released online on “SAKURA TADOKU LAB.” The
 validity of the judgement criteria was revealed by survey. This study helped learners to enter “
the virtuous circle” of reading by knowing the appropriate level for them to read at. Moreover, 
learners can register their test results on their personal page of “SAKURA TADOKU LAB.” From the 
results of the book review sheets and questionnaire answered by those who took VLT and read “JGR 
SAKURA,” it was found that VLT was useful.

研究分野： 日本語教育、教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、日本語学習者の多読を促進することである。多読は、語彙力をつけ、読解力も向上させる有効
な方法である。教師主導型の授業で行われる精読とは対照的に、時間と場所を選ばず、自由に読み物を選んで始
めることができる。これまで、日本語多読教材を開発し、インターネットで公開することにより、日本語の教材
を入手することが難しい海外の学習者や、教師の指導が受けられない学習者が多読を通して自律的に学ぶ機会を
提供してきた。今回、VLTを開発・公開したことにより、独学の学習者が自分の語彙レベルに適した多読教材を
選び、「読み」の良い循環において多読を行うことを可能にした。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
多読は英語教育で用いられる学習法の一つであり、語彙力をつけ（Huckin & Coady 1999）、読

解力も向上させる有効な方法であるとして行われている。特に、未知語との遭遇回数が多くなる
ように書かれている多読教材を用いた多読は，付随的語彙学習に効果がある（三上・原田 2011）。
多読は学習者の言語能力の範囲内の読み物を、辞書なしで、通常より速い速度で、中断なく滑ら
かに読む（Day & Bamford 1998）、いわゆる、トップダウン式に内容を理解する読み方である。
これに対して、多くの日本語教育における読解は精読を中心に授業が行われているため、日本語
が上級レベルであってもトップダウン式の速読に慣れていない学生が多い。そのため、大学入学
後にも多読の必要性が指摘されている（福本 2004、江田 2006）。しかし、既存のカリキュラムに
多読を組み込む時間を取ることの難しさや、既存の読解授業との質的な隔たりから、多読授業の
導入は容易でない。そこで、Day & Bamford（1998, 40-44）は、多読の導入方法として、独立し
た多読授業の他に、既存の読解授業の一部として、あるいは、授業外活動として行う方法を示し
ている。Day & Bamford（1998）が言うように、教育機関で第二言語を学ぶ学習者が、教師によ
る支援のない授業外活動として、対象言語の学習につながる多読が可能なのであれば、独学で学
ぶ学習者も多読教材があれば、楽しみながら自らの語学力を確かめ、高めることができるだろう。
e-ラーニングで多読を行うことができれば、多読授業を教室で行うことが難しいという問題の
解決策にもなる。 
 しかし、Coady（1997）が Beginner’s paradox というように、語彙が不足していれば、読み進め
ることができず、語彙は思うように増えない。Nuttall（2005）はこの状況を「読み」の悪循環と
呼び、第二言語学習者の読書行動に良い循環が生まれると良い読者に成長すると言う。Nuttall
（2005）の言う良い循環とは，読み物の内容がわかると，面白くなるので，読むスピードが速く
なり，その結果読む量が増え，学習言語により多く触れられ，内容がさらにわかるようになると
いう循環である。Nuttall（2005）は、速さ、楽しみ、理解のうちのどれもが、悪循環から抜け出
して良い循環に入るための鍵になると言う。このうち、速さと理解は、学習者の語彙レベルに関
係するため、自分の語彙レベルに合うものを読むことが望ましい。 
申請者は、国内外の日本語学習者が e-learning として学べる多読の学習システムの開発を目指

し、「さくら多読ラボ」を開発し、公開している。一般的な授業で行われる精読とは対照的に、
多読は時間と場所を選ばず、自由に読み物を選んで始めることができる。このサイトでは、教師
の代わりとなる動画で多読という学習法を知り、自ら選んだ読み物を読み、コメントを書いて送
り、他の読者のコメントを読むことができる。「さくら多読ラボ」のライブラリーで公開してい
る「JGR さくら」は、日本語学習者の多読を支援するための読み物で、「JGR 語彙リスト」に基
づいて８段階にレベル分けされている。「JGR さくら」を使って多読を始める学習者がどのレベ
ルから読み始めればよいかを判定する「JGR 語彙レベルテスト」の開発も行なっている。これま
で「JGR さくら」を使った授業で行ったアンケート調査においても、自分の語彙レベルに合った
ものから読みたいという意見があった。独学で学ぶ学習者が多読を始める場合にも、良い循環で
読み進めることができるよう、語彙レベルを自己診断するための語彙レベルテストが必要であ
ると考えている。 
 
２．研究の目的 
本研究では、「さくら多読ラボ」において、「JGR さくら」を使って日本語を学ぶ学習者が適切

な語彙レベルを自己診断するための「多読のための語彙レベルテスト」（以下、VLT とする。）を
開発・公開し、「読み」の良い循環で多読を行うことの支援を目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では、VLT の開発、VLT の妥当性の評価、オンライン VLT の有用性の調査、という３つ

のアプローチで進めた。 
 
(1) VLT の開発 

VLT は、Nation（1990）の語彙レベルテストにならい、媒介語を使用せず、正解となる 3 語の
意味を日本語で説明し、その説明にあてはまる語を 6 語の選択肢から選ぶ形式である。テスト問
題は、「JGR 語彙リスト」から、品詞と語種の比率に応じた層化抽出法によって無作為に抽出し
た語で作成した。正解となる語 120 語、錯乱肢としての 120 語からなり、問題の総数は 40 問で
ある。これを A と B の 2 バージョン作成し、ルビーン検定によってバージョン間の等価性を確
認した。 
 
(2) VLT の妥当性の評価 
申請者が「JGR さくら」を使っている授業の履修者から被験者を募り、調査を行った。被験

者は「JGR さくら」を読み、読書記録（読むのにかかった時間、難しさ、面白さ、未知語、辞書
で調べた語）を書いている。被験者が VLT で判定されたレベルと、その前後のレベルの読み物
を読んだ時の読書記録のデータから VLT の判定基準の妥当性を、①速さ・難しさ・面白さ、②
文章理解から見た VLT による判定の妥当性の２つの点から分析した。 



 
(3) VLT の必要性・有用性の調査 
 デジタル教材配信・閲覧システムを使い、学習者が教室外で行う多読における読書行動を調査
した。閲覧ログから得られた情報と事前事後の語彙テストの結果を、覚えた語の量、覚えた語の
質、「読み」の循環、という点から考察し、語彙レベルテストの必要性を事前に調査した。 
有用性に関しては、2020 年度のオンライン授業においてオンライン VLT と「さくら多読ラボ」

を利用した多読を課題とし、アンケート調査の結果を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) VLT の妥当性の評価 
「さくら多読ラボ」で提供している「JGR さくら」は、英語の Graded readers の理論に基づ

き、既知語カバー率 95％以上で制作されている。これに基づき、VLT の判定基準も 95％以上と
している。しかし、この値は理論上のものであるため、既知語カバー率と語彙レベルテストの判
定基準の間に開きがないかどうかは、実践を通して明らかにする必要がある。そこで、「JGR さ
くら」を使用している授業の履修者から被験者を募り、被験者が VLT で判定されたレベルとそ
の前後のレベルの読み物を読んだ時の読書記録のデータから VLT の判定基準の妥当性を検討し
た。その結果、VLT の判定基準が概ね妥当であることが明らかになった。 
 
(2) オンライン VLT の開発 

VLT の判定基準の妥当性を確認した上で、オンライン上で公開した。オンラインで公開した
オンライン VLT が紙ベースの VLT と異なる点は、Webb 他（2017）の電子版語彙レベルテスト
に倣い、図１のように表形式で表示したことである。これにより、「JGR さくら」を利用する学
習者が、読み始める前にオンライン VLT を受け、自分に適した「JGR さくら」のレベルを知る
ことができるようになった。このオンライン VLT のサイトを「さくら多読ラボ」と連携させ、希
望する利用者がオンライン VLT の結果を「さくら多読ラボ」のマイページ(個人の学習履歴)に登
録できるようにした。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

図１ オンライン VLT の問題の例 
 
(3) オンライン VLT の有用性の評価 
事前に、デジタル教材配信・閲覧システムを用いて教室外の学習者の多読における読書行動を

調査した。その結果、適切なレベルの読み物を読むことが、良い循環に移行するための条件の一
つとなり得ることが示唆され、「JGR 語彙レベルテスト」の必要性が示された。 
オンライン授業の課題としてオンライン VLT と「さくら多読ラボ」を使い、学習者の読書記録

とアンケートの結果を分析した。アンケートでは、70%の学習者が、テストがあった方が良いと
回答し、オンライン VLT の有用性が確認された。 
 
上記の他、「さくら多読ラボ」のライブラリーを充実させるべく、新たな「JGR さくら」の作

品を電子書籍化し、公開した。また、「さくら多読ラボ」の管理サイトに、ライブラリーに読み
物の朗読をアップロードする機能を追加した。さらに、「JGR さくら」の語彙調整のために開発
した「JGR 語彙レベルチェッカー」を「さくら多読ラボ」と同じサーバーに移動し、公開した。 
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